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まちの話題

龍郷ふるさと祭

お知らせ　ほか

玉黄金

８月号の主な内容真夏の熱戦！力強い櫂
かい

さばき
（第 21 回龍郷ふるさと祭）

夏本番を告げる龍郷町の「ふるさと祭」が行わ

れました。舟こぎ競争の部では、白熱したレー

スを展開。夜にはステージ発表や花火大会など

もあり、多くの来場者でにぎわいました。
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ま
ち
の
話
題

日
本
復
帰
の
歴
史
学
ぶ

　
　
　
　
　

龍
郷
町
教
育
講
演
会

8/1

 （木）

平
和
へ
の
誓
い
新
た

8/15

 （木）

　

龍
郷
町
中
央
公
民
館
で
、
平
成
25
年
度
龍
郷
町
教
育
講
演
会
が
あ
り

ま
し
た
。
日
本
復
帰
運
動
を
先
導
し
た
故
・
泉
芳
朗
の
秘
書
と
し
て
、

自
身
も
復
帰
運
動
に
か
か
わ
っ
た
楠
田
豊
春
さ
ん
が
登
壇
。
戦
後
の
困

窮
の
中
で
島
民
一
丸
と
な
っ
て
成
し
遂
げ
た
無
血
運
動
を
振
り
返
り
、

次
世
代
へ
歴
史
を
〝
つ
な
ぐ
〟
こ
と
の
大
切
さ
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

演
題
は
、
奄
美
群
島
日
本
復
帰
60
周
年
～
つ
な
ぐ　

新
し
い
奄
美
へ

～
「
日
本
復
帰
60
周
年
に
お
も
う
」。
楠
田
さ
ん
は
、写
真
（
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
）
を
交
え
て
、
復
帰
に
向
け
た
署
名
や
断
食
な
ど
行
政
分
離
期

当
時
の
様
子
を
紹
介
。

訪
れ
た
教
職
員
や
町

民
ら
は
、
熱
心
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
楠
田
さ
ん

は
故
郷
の
大
切
さ
を

説
き
、「
龍
郷
出
身
と

い
う
誇
り
を
持
ち
、

復
帰
運
動
を
伝
え
て

ほ
し
い
」
と
強
調
。

最
後
は
全
員
で
「
日

本
復
帰
の
歌
」
を
歌

い
、
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

満
天
の
星
空
を
観
察

　
　

自
然
の
家
出
前
講
座

8/10

 （土）

　

鹿
児
島

県
立
奄
美

少
年
自
然
の

家
が
、
龍
郷

町
中
央
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
出

前
講
座
「
ス

タ
ー
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
ｉ
ｎ

龍
郷
町
」
を

開
き
ま
し

た
。
参
加
者

は
夜
風
に
吹

か
れ
な
が
ら
満
天
の
星
空
を
観
察
し
、
天
体
へ
の

興
味
関
心
を
高
め
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
３
大
流
星
群
の
ひ
と
つ
「
ペ
ル
セ

ウ
ス
座
流
星
群
」
の
観
測
時
期
と
あ
り
、
多
く
の

親
子
が
参
加
。
は
じ
め
に
、
自
然
の
家
の
職
員
が

天
体
の
仕
組
み
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
横
に
な
っ
て
夜
空
を

観
察
し
ま
し
た
。
ま
た
、
天
体
望
遠
鏡
で
土
星
を

観
察
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
順
番
待
ち
の
列
も

で
き
ま
し
た
。

　

68
回
目
を
迎
え
た
終
戦
記
念
日
に
、
龍

郷
町
中
央
公
民
館
前
に
あ
る「
平
和
の
塔
」

で
龍
郷
町
戦
争
犠
牲
者
追
悼
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
列
者
は
、
戦
禍
に
倒
れ
た
英

霊
に
黙
と
う
を
捧
げ
て
冥
福
を
祈
り
、
恒

久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
遺
族
会
や
各
種
団
体
関
係

者
、
小
中
学
生
ら
が
出
席
。
参
列
者
全
員

に
よ
る
黙
と
う
の
ほ
か
、
代
表
者
に
よ
る

献
花
で
は
白
い
菊
の
花
を
手
向
け
、
慰
霊

碑
に
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。
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午
前
中
は
、
玉
里
漁
港
内
で
「
舟
こ
ぎ
競
争
」

が
あ
り
ま
し
た
。
強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る

中
、
選
手
た
ち
は
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮

し
、
力
強
く
櫂か
い

を
ス
イ
ン
グ
。
男
子
の
部
は
幾

里
青
壮
年
団
が
４
大
会
ぶ
り
に
優
勝
、
女
子
の

部
は
嘉
渡
郷
友
会
が
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

男
子
41
チ
ー
ム
、
女
子
16
チ
ー
ム
が
出
場
。

川
畑
宏
友
町
長（
龍
郷
ふ
る
さ
と
祭
協
賛
会
長
）

の
号
砲
で
予
選
レ
ー
ス
が
始
ま
り
、
決
勝
進
出

を
か
け
て
コ
ン
マ
１
秒
を
争
う
好
レ
ー
ス
を
展

開
し
ま
し
た
。
中
に
は
コ
ー
ス
を
〝
迷
走
〟
す

る
舟
も
あ
り
、
会
場
の
笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
の
小
学
生
６
チ
ー
ム
も
参
加
。

各
集
落
の
応
援
団
も
駆
け
つ
け
、
大
き
な
声
援

と
拍
手
、
チ
ヂ
ン
の
音
で
選
手
た
ち
を
後
押
し

ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
通
り
。

　
　
【
男
子
の
部
】　　
　
　
　

 

決
勝
タ
イ
ム

優
勝　

幾
里
青
壮
年
団　
　
　

 

２
分
05
秒
95

２
位　

龍
郷
壮
年
団
ア
ル
フ
ァ
ー  

２
分
07
秒
05

３
位　

夕
陽
組　
　
　
　
　
　

 

２
分
07
秒
77

４
位　

荒
船
一
家　
　
　
　
　

 

２
分
08
秒
41

　
　
【
女
子
の
部
】

優
勝　

嘉
渡
郷
友
会　
　
　
　

 

２
分
12
秒
68

２
位　

赤
尾
木
婦
人
会　
　
　

 

２
分
14
秒
85

３
位　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
あ
い
か
な　

 

２
分
15
秒
07

４
位　

マ
ン
カ
イ
・
ガ
ー
ル
ズ   

２
分
20
秒
67

舟
こ
ぎ
競
争

第 21 回
　龍郷ふるさと祭

告げる第 21 回「龍郷ふるさと祭」が
などで開催されました。昼の部は「舟
り、町内外から多数の見物客が来場。
が夜空を彩り、観客を魅了しました。
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夕
方
か
ら
は
、
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
「
芸
能
大
会
」
を
開
催
。
健
児
保
育

園
、
大
勝
と
赤
徳
保
育
所
、
３
へ
き
地
保
育
所

の
園
児
に
よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ダ
ン
ス
「
あ

つ
ま
れ
！
チ
ビ
ッ
コ
芸
能
大
会
」
で
に
ぎ
や
か

に
開
演
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
龍
郷
ふ
る
さ
と
祭
実
行
委
員
長
の

山
田
大
輔
さ
ん
（
龍
郷
町
商
工
会
青
年
部
）
が

開
会
宣
言
。
町
内
に
在
住
す
る
唄
者
に
よ
る
島

唄
に
続
き
、
有
志
に
よ
る
華
や
か
な
ダ
ン
ス
や

阿
波
踊
り
、
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
「
ふ

る
さ
と
素
人
芸
能
笑シ
ョ
ー」

が
あ
り
、
会
場
を
大
い

に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

八
月
踊
り
で
は
、
久
場
集
落
と
瀬
留
集
落
が

音
頭
を
と
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
〝
踊

り
の
輪
〟
を
広
げ
ま
し
た
。
会
場
に
響
く
チ
ヂ

ン
の
音
色
に
誘
わ
れ
、
見
物
客
も
次
々
と
輪
に

加
わ
り
、
六
調
で
に
ぎ
や
か
に
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　

最
後
は
、
約
１
千
発
の
色
と
り
ど
り
の
花
火

が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
夜
空
を
大
輪
の
花
が
彩
り

ま
し
た
。

芸
能
大
会

第 21 回
　龍郷ふるさと祭
　奄美群島の夏祭りシーズンの到来を
７月 28 日（日）、町中央グラウンド
こぎ競争」、夜の部は「芸能大会」があ
フィナーレは約１千発の打ち上げ花火
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鹿
児
島
県
立
大
島
養
護
学
校
高
等
部

は
、
恒
例
の
「
し
お
か
ぜ
市
場
」
を
開
催

し
ま
す
。
販
売
す
る
製
品
は
、
ど
れ
も
高

等
部
の
生
徒
が
作
業
学
習
で
製
作
し
た
も

の
で
す
。
製
品
を
購
入
さ
れ
た
い
方
、
養

護
学
校
の
こ
と
を
知
り
た
い
方
な
ど
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
、
大
島
養
護
学
校
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
製
品
に
は
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
。
売
り
切
れ
の
場
合
に
は

ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

９
月
27
日
（
金
）

▽
時
間　

午
前
10
時
～
11
時
10
分

▽
場
所　

大
島
養
護
学
校
体
育
館

▽
販
売
内
容　

野
菜
、
花
の
苗
、
木
製
お

　
　
　
　
　
　

盆
、
ス
ツ
ー
ル
（
イ
ス
）、

　
　
　
　
　
　

Ｅ
Ｍ
石
け
ん
な
ど
。

   

こ
の
検
査
は
、
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持

管
理
に
よ
る
環
境
保
全
を
目
的
に
実
施
す

る
も
の
で
、
知
事
が
指
定
し
た
検
査
機
関

で
あ
る
（
公
財
）
鹿
児
島
県
環
境
検
査
セ

ン
タ
ー
の
検
査
員
が
事
前
に
ハ
ガ
キ
で
通

９　広報たつごう

◆
大
島
養
護
学
校
高
等
部

　

９
月
27
日
「
し
お
か
ぜ
市
場
」

お　
　

知　
　

ら　
　

せ　

☆　

イ　

ン　

フ　

ォ　

メ　

ー　

シ　

ョ　

ン

知
し
た
検
査
日
に
お
伺
い
し
、
現
場
で
の

検
査
と
浄
化
槽
の
放
流
水
を
採
水
し
持
ち

帰
っ
て
水
質
検
査
を
行
い
ま
す
。（
地
元

の
保
守
点
検
業
者
が
行
う
保
守
点
検
と
は

別
の
も
の
で
す
）

　

毎
年
１
回
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
こ
の
検
査
は
、
11
人
槽
以
上
お
よ
び
官

公
署
の
浄
化
槽
を
検
査
対
象
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
17
年
度
か
ら
10
人
槽
以
下

の
家
庭
槽
も
検
査
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

検
査
対
象
と
な
っ
た
浄
化
槽(

設
置
年

度
ご
と
に
対
象
と
し
て
い
ま
す)

に
つ
い

て
は
、
事
前
に
指
定
検
査
機
関
か
ら
日
程

通
知
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
検
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
検
査
手
数
料
】（
定
期
検
査
）

　

▽
単
独
処
理
浄
化
槽
４
千
円

　

▽
合
併
処
理
浄
化
槽
６
千
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

▽
鹿
児
島
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー

　
　

電
話
０
９
９
‐
２
９
６
‐
９
０
０
０

　

▽
鹿
児
島
県
生
活
排
水
対
策
室

　
　

電
話
０
９
９
‐
２
８
６
‐
３
６
８
５

　

▽
龍
郷
町
役
場　

生
活
環
境
課

　
　

電
話
０
９
９
７
‐
62
‐
３
１
１
１

　

奄
美
の
伝
統
産
業
〝
本
場
奄
美
大
島

紬
〟
の
反
物
や
小
物
、
洋
装
等
を
一
堂
に

集
め
た
「
本
場
奄
美
大
島
紬
大
産
地
ま
つ

り
」
を
Ａ
ｉ
Ａ
ｉ
ひ
ろ
ば
（
奄
美
市
名
瀬
）

で
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
泥
染
め
や
着
付

け
な
ど
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
充
実
！　

普
段

は
な
か
な
か
ゆ
っ
く
り
見
る
機
会
の
な
い

〝
本
場
奄
美
大
島
紬
〟
を
、
こ
の
機
会
に

ご
覧
く
だ
さ
い
！

　

デ
ィ　

ぬ
ー
で
ん
か
ん
で
ん　

紬
を
…

▽
日
時　

10
月
12
日
（
土
）、
13
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

▽
場
所　

Ａ
ｉ
Ａ
ｉ
ひ
ろ
ば

  

◆
本
場
奄
美
大
島
紬

                    

大
産
地
ま
つ
り

　

◆
浄
化
槽
法
定
検
査

　
　
　
　
　
　

受
検
の
お
願
い

公共事業入札の公表 平成 25年 7月



お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
7
月
届
出
】

髙
橋　

善ぜん
た大

  

里  　

夏なつ
お生

  

東  　

瑚こ
こ子

松
井　

仁じん
た汰

龍
郷

玉
里

中
勝

中
勝

保
護
者
名

雅
也

貴
彰

和
馬

仁
志

お
礼
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

【
7
月
届
出
】

・
嘉
渡
の
濱
田
イ
ツ
ヱ
さ
ん
か
ら
、
夫　

濱
田

一
夫
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
瀬
留
の
大
吉
喜
美
枝
さ
ん
か
ら
、
夫　

大
吉

正
雄
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
手
広
の
松
村
信
子
さ
ん
か
ら
、
夫　

松
村

實
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
和
歌
山
県
の
静
原
重
人
さ
ん
か
ら
、
兄　

静
原
直
志
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一

封
。
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お
礼
（
そ
の
他
団
体
）

【
7
月
届
出
】

大
吉　

正
雄

濱
田　

一
夫

静
原　

直
志

東
條　

ト
シ

森
山　

サ
ヨ
子

成
海　

博
章

  

南     

椎
　

肥
後　

精
二

（
84
）

（
85
）

（
74
）

（
95
）

（
87
）

（
60
）

（
78
）

（
47
）

瀬
留

嘉
渡

中
勝

嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

赤
尾
木

秋
名

秋
名

浦
（
ワ
ー
ク
セ
ン

　
　

タ
ー
奄
美
）

龍郷町の人口
平成25年 7月末現在

世帯数

人　口

　男

　女

前月比

2,989

6,161
　
2,983

3,178

+3
　
-6

-2

-4

・
秋
名
の
南
ヨ
シ
コ
さ
ん
か
ら
、
夫　

南
椎 

　
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
秋
名
集
落
、

幾
里
集
落
、
浦
集
落
、
秋
名
老
人
ク
ラ
ブ
稲

葉
会
、幾
里
老
人
ク
ラ
ブ
稲
穂
会
に
金
一
封
。

・
秋
名
の
成
海
利
文
さ
ん
か
ら
、
子　

成
海

博
章
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
秋
名
老
人

ク
ラ
ブ
稲
葉
会
、
幾
里
老
人
ク
ラ
ブ
稲
穂
会

に
金
一
封
。

・
嘉
渡
の
濱
田
靜
雄
さ
ん
か
ら
、
弟　

濱
田

盛
茂
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
嘉
渡
集
落

と
嘉
渡
老
人
ク
ラ
ブ
に
金
一
封
。

・
龍
郷
の
関
末
男
さ
ん
か
ら
、
母　

関
チ
エ

子
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
龍
郷
集
落
と
龍

郷
老
友
会
に
金
一
封
。

・
大
阪
府
の
且
幸
男
さ
ん
か
ら
、
母　

且
ミ

ヨ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
手
広
集
落
と

高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
こ
に
こ
会
に
金
一
封
。

・
和
歌
山
県
の
静
原
重
人
さ
ん
か
ら
、
兄　

静
原
直
志
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
愛
寿
園

に
金
一
封
。

第 50 回発達障害福祉月間

【趣旨】知的障害のある人々が、地域社会の中
で皆さまと共に生きる共生社会を実現するた
め、9月を福祉月間と定めて、毎年全国的な
広報活動を実施しています。障害があっても、
一人ひとりが「自分らしく」生きていけるよう、
県民の皆様の障害へのご理解とご協力をお願
いするために呼びかけるものです。
【テーマ】「さあ元気を出して、愛と平和のリ
ズムを打ち鳴らそう！～被災地の復興と共生
社会の実現をめざして～」
【期間】平成 25年 9月 1日～ 9月 30日
【主催】社会福祉法人
　　　　　　　鹿児島県手をつなぐ育成会
【実施主体】各地区手をつなぐ育成会連絡協議
会、社会福祉法人鹿児島市手をつなぐ育成会
【活動の重点項目】①啓発用ポスターおよび
リーフレットの作成配布②街頭広報（県下全
域）③レクリエーション等行事の開催、ボラ
ンティア活動の実施④市町広報紙掲載依頼、
その他地域活動の実施⑤在宅知的障害者作品
展示即売会の実施（平成 25 年 9 月 4 ～ 9日
鹿児島市山形屋）

身完

身完



１１　広報たつごう

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

3（火）元気はつらつ教室 13：30 ～ どぅくさぁや館

5（木）
歯科健診 13：00 ～ 〃
でぃでぃクラブ 13：30 ～ 〃

6（金）
集団献血   8：30 ～ 龍郷町役場
キッズクラブ 10：00 ～ どぅくさぁや館

7（土）秋名アラセツ行事   4：00 ～ 秋名集落、秋名湾
9（月）ダイエット教室   9：00 ～ どぅくさぁや館

10（火）元気はつらつ教室 13：30 ～ 〃

12（木）
1 歳 6 カ月児健診 13：00 ～ 〃
でぃでぃクラブ 13：30 ～ 〃

14（土）第 5 回子ども博物学士講座 13：00 ～ 中央公民館、秋名集落
15（日）第 54 回龍郷町相撲大会   9：00 ～ 町相撲場
17（火）元気はつらつ教室 13：30 ～ どぅくさぁや館
18（水）たつごう在宅家族の会 14：00 ～ 中央公民館
19（木）でぃでぃクラブ 13：30 ～ どぅくさぁや館
22（日）町内中学校体育大会 各中学校

24（火）
元気はつらつ教室 13：30 ～ どぅくさぁや館
おなかスッキリ運動教室 19：30 ～ 〃

25（水）母子歯科相談 13：30 ～ 〃
26（木）でぃでぃクラブ 13：30 ～ 〃
27（金）キッズクラブ 10：00 ～ 〃
30（月）結核検診   9：10 ～ 各集落巡回

９月行事予定表

★
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

９月のどぅくさ会
時間　午前９時半～ /午後２時～

場所　各集落公民館

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。



広報たつごう　１２

玉黄金

満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
子
た
ち
に

誇
れ
る
町
を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

８
月
生
ま
れ

 朝　蒼平
 あさ　 そうへい

Ｈ２4. ８. １5　生

父 兼一　母 沙耶歌 大勝

くん池岡　薫

いけおか　かおる

Ｈ２4. ８.16　生

父 啓一　母 美乃里 屋入

くん

前田　広翔
まえだ　　ひろと

Ｈ２4. ８. １0　生

父 末広　母 珠美 上戸口

くん 榮　結愛
さかえ　  ゆあ

Ｈ２4. ８. １1　生

父 純市郎　母 沙織 中勝

ちゃん

　

８
月
14
日
、
龍
郷
町
商
工
会
で
平
成
25

年
度
第
１
回
「
本
場
奄
美
大
島
紬
ア
カ
デ

ミ
ー
～
結
・
絆
～
」
が
あ
り
ま
し
た
。
参

加
し
た
町
民
は
、
大
島
紬
と
西
陣
織
の
布

地
を
活
用
し
て
〝
世
界
に
一
つ
だ
け
〟
の

小
物
を
手
作
り
し
、
両
産
地
の
伝
統
和
装

工
芸
に
親
し
み
ま
し
た
。

　

西
陣
織
工
業
組
合
（
京
都
市
）
が
主
催
。

同
市
の
月
足
妙
子
さ
ん
が
講
師
を
務
め
ま

し
た
。

　

初
級
者
は
巾
着
と
数
寄
屋
袋
、
上
級
者

は
帽
子
を
製
作
。
鮮
や
か
な
西
陣
織
、
落

ち
着
い
た
色
合
い
の
大
島
紬
の
特
徴
を
ひ

き
だ
し
、
作
品
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

大島紬西陣織


